
あ
る
。

是
雰
一
読
を
乞
う
。

　
（
四
六
判
　
四
八
七
頁
　
一
九
七
八
年
五
月

　
　
み
す
ず
書
房
　
六
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
（
南
川
高
志
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

上
智
大
学
イ
ベ
戸

　
ア
メ
リ
カ
研
究
所
発
行

　　H
　　イ

　　ベ

　　ア

　　メ

　　リ

　　カ

　　研

創究
　　asc．
刊

号

　
近
年
、
日
本
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
の
発
展

に
は
、
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
七
九
年
三
月
に
は
『
歴
史
学
研
究
』
に
お
い

で
は
じ
め
て
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
近
現
代
史
の
諸

問
題
」
小
特
集
が
組
ま
れ
、
ま
た
一
九
八
○
年
六

月
に
は
、
歴
史
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
研
究
領
域
を

網
羅
す
る
〈
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
学
会
〉
の
発
足
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
七
九
年
七
月
に

は
、
待
望
久
し
い
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
専
門
誌
『
イ

ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
』
　
（
年
二
回
発
行
）
が
、
上

智
大
学
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
所
の
手
に
よ
っ
て

創
刊
さ
れ
た
。
本
誌
六
一
巻
四
号
に
お
い
て
紹
介

し
た
『
L
A
研
究
』
　
（
季
刊
）
が
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
唯
一
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
専
門
誌
だ
っ
た
だ

け
に
、
こ
の
刊
行
の
も
つ
意
味
は
大
き
い
。

　
と
こ
ろ
で
創
刊
号
は
、
左
記
の
と
お
り
、
四
篇

の
研
究
論
文
、
二
篇
の
研
究
ノ
ー
ト
、
資
料
欄
お

よ
び
研
究
所
ニ
ェ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
グ
ス
タ
ボ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
著
コ
九
七
〇

　
年
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
政
治
の
新
し
い
潮
流

　
－
軍
部
・
教
会
・
カ
ー
タ
ー
外
交
1
」

　
　
水
野
一
著
「
一
九
七
〇
年
代
の
ラ
テ
ソ
ア
メ

　
リ
カ
経
済
－
そ
の
変
化
と
問
題
点
一
」

　
　
O
O
岡
ω
O
　
団
償
算
9
鳥
O
　
．
．
O
ρ
帽
ω
O
ω
　
節
昌
α
　
O
O
昌
一

　
　
　
　
　
　
　
　
閣

　
器
ρ
器
昌
8
。
・
o
隔
昏
①
切
諺
臨
一
壁
⇔
国
8
旨
。
白
一
〇

　
鍔
一
δ
9
Φ
”
累
Φ
α
q
暮
ぞ
①
諺
昭
①
o
富
。
口
巻
①
蜜
。
争

　
①
一
”
、
（
フ
ル
タ
ー
ド
著
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
的

　
奇
蹟
の
原
因
と
結
果
一
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
側

　
面
－
」
）

　
　
エ
ラ
ル
ド
。
ム
ニ
ョ
ス
著
、
辻
豊
治
訳
、
「
従

　
属
一
帝
国
主
義
論
争
に
お
け
る
変
化
と
連
続

　
性
（
一
）
」

　
　
三
橋
利
光
著
「
メ
キ
シ
ロ
革
命
前
の
中
産
階

　
級
の
位
置
づ
け
ー
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
期
を
中
心

　
と
し
て
一
」
　
（
研
究
ノ
ー
ト
）

　
　
二
村
久
則
著
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
反
米
思

　
想
ー
マ
ル
テ
ィ
と
ロ
ド
ー
に
関
す
る
十
干
の

　
考
察
i
」
　
（
研
究
ノ
ー
ト
）

　
　
〈
資
料
V
日
置
共
同
声
明
（
一
九
七
八
年
一

　
一
月
二
日
付
）

　
　
〈
資
料
〉
ヨ
経
薪
聞
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ル
サ

　
ル
バ
ド
ル
・
ゲ
リ
ラ
の
声
明

　
　
〈
資
料
〉
欝
本
旨
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
関
係
日

　
誌
（
一
九
七
八
年
）

　
こ
の
目
次
ほ
ど
、
同
誌
の
性
格
を
端
的
に
表
わ

す
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
研
究
論
文
に

限
ら
れ
な
い
そ
の
構
成
か
ら
は
、
同
誌
が
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
総
合
的
な
情
報
誌
を
め
ざ
そ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
そ
し
て
三

篇
の
論
文
、
す
な
わ
ち
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
論
文
、
水

野
論
文
お
よ
び
フ
ル
タ
ー
ド
論
文
が
研
究
所
主
催

の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
事
情
公
開
講
座
に
お
け
る
報

告
論
文
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
同
誌
が
〈
開
か

れ
た
研
究
誌
〉
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と

と
も
に
、
こ
の
創
刊
が
着
実
な
日
常
活
動
の
駈
産

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
個
々
の
論
文
の
内
容
に
立
ち
い
る
紙
幅
の
余
裕

は
な
い
が
、
気
鋭
の
研
究
ノ
ー
ト
自
答
に
触
れ
る

こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
二
村
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
成
立
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介紹

期
の
反
米
思
想
を
、
キ
ュ
ー
バ
の
ホ
セ
・
マ
ル
テ

ィ
と
ウ
ル
グ
ァ
イ
の
ホ
セ
・
エ
ン
リ
ケ
・
ロ
ド
ー

を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
手
際
よ
く
叙
述
し
た
も
の

で
あ
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
エ
リ
ー
ト
主
義
的
で

観
念
的
な
ロ
ド
ー
の
反
米
思
想
に
た
い
し
て
、
マ

ル
テ
ィ
の
そ
れ
は
、
生
活
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
、

一
般
民
衆
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
篇
の
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
ゑ
二
橋
論
文
は
、

メ
キ
シ
コ
近
現
代
史
を
専
攻
す
る
評
者
に
と
っ
て
、

も
っ
と
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。
三
橋
論

文
は
、
メ
キ
シ
コ
中
産
階
級
の
起
源
・
発
展
を
一

九
一
〇
年
代
の
メ
キ
シ
コ
革
命
以
降
に
求
め
る
通

説
に
正
当
に
も
疑
聞
を
提
起
し
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
の
整
理
・
統
合
を
こ
こ
ろ
み
つ
つ
、
　
「
現

在
と
の
関
連
で
メ
キ
シ
コ
中
産
階
級
を
分
析
す
る

た
め
に
は
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
期
〔
一
八
七
七
～
一

九
一
一
年
〕
以
降
の
そ
の
形
成
と
発
展
を
考
慮
す

れ
ば
よ
く
、
そ
れ
以
前
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
中
産

階
級
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
重
要
性
を
持
た
な

い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
暫
定
的
結
論
に
到
達
す

る
。　

た
だ
評
者
に
と
っ
て
疑
問
に
残
る
の
は
、
三
橋

論
文
が
「
中
産
階
級
」
を
〈
階
級
〉
概
念
と
し
て

扱
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
〈
社
会
階
層
〉
概

念
と
し
て
と
り
扱
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
必
ず

し
も
開
確
と
は
い
え
な
い
点
で
あ
る
。
　
「
社
会
セ

ク
タ
ー
」
と
い
う
用
語
の
併
用
と
と
も
に
、
気
に

か
か
っ
た
。
も
う
一
点
は
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ォ
期
以

前
を
切
り
捨
て
う
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
た
め

ら
い
を
感
じ
る
。
一
九
世
紀
メ
キ
シ
コ
史
研
究
の

重
点
が
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
期
か
ら
そ
れ
以
前
の
時
期

に
移
行
し
、
た
と
え
ば
Ω
円
。
男
o
D
．
O
錠
畠
。
ω
o

①
創
こ
凄
臓
§
§
蝕
§
鴇
§
器
唖
さ
ミ
。
§
ミ
寒
い
塗

喚
藁
紙
象
§
ミ
ミ
8
、
爵
ご
舅
（
鼠
騨
8
”

ω
お
ざ
メ
麟
H
”
日
①
刈
Q
。
）
（
『
メ
キ
シ
コ
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
の
形
成
と
発
展
』
）
の
よ
う
な
成
果
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
　
『
L
A
研
究
』
発
行
に
た
ず
さ
わ

る
一
人
と
し
て
、
　
『
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
』
の

今
後
の
発
展
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
B
5
判
　
一
〇
〇
頁
　
一
九
七
九
年
七
月

　
　
　
　
　
刊
　
上
智
大
学
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
所

　
　
　
　
　
年
間
購
読
料
二
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
木
芳
夫
　
奈
良
大
学
講
師
）

∪
鋤
巳
⑦
一
↓
●
幻
＆
α
q
興
ρ

§
鴨
§
、
瀞
肉
篤
ミ
ら
帆
§

さ
鵠
ミ
務
壁
ミ
、
詠
§
偽
ミ
ら
犠

N
O
O
噺
◎
l
N
℃
N
偽

　
明
確
で
緻
密
な
分
析
力
と
流
麗
な
文
章
で
書
か

れ
た
本
書
は
、
思
想
史
が
最
も
活
力
を
帯
び
、
有

効
と
な
る
と
こ
ろ
、
即
ち
、
思
想
が
現
実
と
切
り

結
ぶ
接
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
産
業
革
命
に
直
面

し
た
伝
統
的
労
働
倫
理
と
い
う
理
念
の
行
方
を
追

求
し
た
思
想
史
の
傑
作
で
あ
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
中
葉
の
合
衆
国
北

部
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
た
労
働
倫
理
は
、
工

場
制
と
固
定
し
た
賃
金
労
働
者
階
級
を
基
軸
と
す

る
経
済
よ
り
も
古
く
、
又
、
そ
れ
と
は
精
白
に
異

な
っ
た
、
前
産
業
資
本
主
義
的
証
済
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
有
用
性
、
自
己
抑
制
、

成
功
の
夢
、
そ
し
て
創
造
性
の
四
つ
の
要
素
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
労
働
は
、
経
済
的
欠

乏
の
世
に
あ
っ
て
人
々
を
有
用
に
し
、
怠
惰
が
生

み
だ
す
疑
惑
と
誘
惑
を
払
拭
し
、
努
力
に
応
じ
た

富
と
地
位
へ
の
道
を
拓
く
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
労
働
は
、
人
間
が
そ
の
知
力
と
熱
練
技
能
を
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